
開門待ったなし、諫干検討委歓迎・激励 

４・１１、１２行動へ多くの参加を！ 

 と き   ４月１１日（日）1８時 

          ４月１２日（月）７時  

 ところ  諫早観光ホテル道具屋前 

      横断幕をかかげ歓迎・激励行動を行います 

         詳細は岩井（０９０－３６００－８６０２）まで 

今春開門めざし最大の山場 

諫早湾干拓事業検討委員会は早期に開門の決断を 
４月９日から、与党は諫早湾干拓事業検討委員会を立ち上げ、これまで５回

の会合を開き、４月１１日には、諫早観光ホテル道具屋で検討委員会を開催し、

翌１２日は海上から諫早湾内と陸に上がり諫早干拓農地等を視察します。 
 有明海の漁獲量減は深刻で、漁では生活できない事態に追い込まれています。 
開門反対の旗を掲げていた諫早湾内の瑞穂漁協は、２月３日に全員協議会で全

員一致の開門決議を行いました。２月１１日の赤松農水大臣との懇談会では、

島原半島の漁民から次々に開門要請の声が上げられました。有明海漁民にとっ

て開門は待ったなしの緊急の課題になっています。 
 １１日に諫早市に入る検討委員会の国会議員に対し、諫早湾内の状況や調整

池の汚濁水、後背地の防災問題など現実をしっかり視察し、農業・防災と漁業

の両立のためには開門しかあり得ないことを理解していたたき、早期開門を実

現するように歓迎と激励の行動を緊急に計画しました。 

今こそ漁民と支援者が立ち上がるとき 

     歓迎・激励行動に多くの皆さんの参加を 
 ４月１４、１５日は赤松農水大臣が現地視察を行います。開門にとって最大

の山場を迎えています。一人でも多くの皆さんの行動への参加を呼びかけます。 
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